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2012年全国公開予定です。住民の皆様ご協力ありがとうございました。

映画 「そうだ、葉っぱを売ろう！」 の撮影がありました。

映画 「そうだ、葉っぱを売ろう！」 の撮影がありました。

映画映画 「そうだ、葉っぱを売ろうそうだ、葉っぱを売ろう！」    
夏の夏の撮影撮影がありました。

映画 「そうだ、葉っぱを売ろう！」  
夏の撮影がありました。

映画 「そうだ、葉っぱを売ろう！」  
の撮影がありました。
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　第三セクター５社の平成20年度から平成22年度社員数、売上高、町内への賃金等支払い額、

町民税など税金の納付状況を別紙のとおりお知らせします。住民が定住するには、町内企業

の発展や産業の創出による活性化など地域に貢献できる企業育成が大切です。住民にとって

必要な企業を目指しますので、ご指導ください。          

（注）社員数計（内町内）の社員数と賃金等支払額（町内のみ）の人数の差は、アルバイト、パートなど

　　　臨時雇用者を含んでいるため。

■第三セクター社員数等（常勤取締役を含む）

● 平成22年度

会　社　名

㈱上勝バイオ

㈱かみかついっきゅう

㈱ウインズ

㈱もくさん

㈱いろどり

総　　計

77

54

12

13

9

165

42

31

6

8

8

95

35

23

6

5

1

70

51

55

38

46

31

39人

53人

42人

11人

9人

154人

436,181,592円

235,587,513円

83,301,000円

158,139,728円

163,852,817円

1,077,062,650円

289,921円

179,557円

179,541円

179,348円

2,080,500円

2,908,867円

5,669,762円

7,876,610円

176,989円

1,155,010円

53,203円

14,931,574円

58,165,754円

43,242,765円

25,182,752円

23,555,078円

28,439,971円

178,586,320円

1,174,900円

320,900円

634,200円

507,200円

612,000円

3,249,200円

社員数計（基準日：Ｈ23.3.31） 平成22年度（Ｈ22.４.１～Ｈ23.３.31） 平成22年（Ｈ22.１.１～Ｈ22.12.31）

（人） 総 売 上 高 法人税、住民税、事業税 租 税 公 課 賃金等支払額（町内のみ） 町県民税（特徴） 
内町内
（人）

内町外
（人）

平均年齢
（才）

● 平成21年度

会　社　名

㈱上勝バイオ

㈱かみかついっきゅう

㈱ウインズ

㈱もくさん

㈱いろどり

総　　計

77

32

12

12

8

141

47

19

6

9

8

89

30

13

6

3

0

52

51

54

37

47

30

48人

50人

33人

12人

7人

150人

478,507,385円

229,208,488円

197,234,049円

145,563,365円

43,626,940円

1,094,140,227円

179,919円

179,399円

2,605,101円

179,227円

801,300円

3,944,946円

6,806,563円

7,895,501円

207,300円

1,875,631円

1,643,200円

18,428,195円

73,523,228円

45,204,146円

29,538,959円

27,010,241円

17,996,523円

193,273,097円

1,227,900円

475,800円

441,200円

647,900円

530,100円

3,322,900円

社員数計（基準日：Ｈ22.3.31） 平成21年度（Ｈ21.４.１～Ｈ22.３.31） 平成21年（Ｈ21.１.１～Ｈ21.12.31）

（人） 総 売 上 高 法人税、住民税、事業税 租 税 公 課 賃金等支払額（町内のみ） 町県民税（特徴） 
内町内
（人）

内町外
（人）

平均年齢
（才）

● 平成20年度

会　社　名

㈱上勝バイオ

㈱かみかついっきゅう

㈱ウインズ

㈱もくさん

㈱いろどり

総　　計

74

34

10

12

8

138

48

21

6

7

6

88

26

13

4

5

2

50

51

52

34

48

30

49人

55人

29人

12人

5人

150人

486,068,396円

248,403,131円

71,715,786円

113,628,464円

49,278,470円

969,094,247円

212,332円

185,718円

1,450,048円

176,580円

5,001,500円

7,026,178円

7,847,600円

8,717,900円

124,500円

2,296,453円

1,881,600円

20,868,053円

71,232,098円

47,982,026円

24,767,418円

30,061,551円

16,300,614円

190,343,707円

1,426,500円

465,800円

441,200円

663,700円

612,100円

3,609,300円

社員数計（基準日：Ｈ21.3.31） 平成20年度（Ｈ20.４.１～Ｈ21.３.31） 平成20年（Ｈ20.１.１～Ｈ20.12.31）

（人） 総 売 上 高 法人税、住民税、事業税 租 税 公 課 賃金等支払額（町内のみ） 町県民税（特徴） 
内町内
（人）

内町外
（人）

平均年齢
（才）

　
任
期
満
了
︵
平
成
二
十
三
年

七
月
十
九
日
︶
に
伴
う
改
選
に

よ
り
新
し
い
農
業
委
員
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
委
員 

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯ 

八
名

選
任
委
員

　
農  

協  

推  

薦 

⋯
⋯
⋯ 

一
名

　
共
済
組
合
推
薦 

⋯
⋯
⋯ 

一
名

　
議  

会  

推  

薦 

⋯
⋯
⋯ 

三
名

　
ま
た
、
会
長
に
鎌
田
吉
男
氏
、

職
務
代
理
に
橘
茂
幸
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
担
当
地
区
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
︵
敬
称
略
・
議
席
順
︶

〜
新
農
業
委
員
の
ご
紹
介
〜

上
勝
町
農
業
委
員
会
だ
よ
り

上
勝
町
農
業
委
員
会
だ
よ
り

上
勝
町
農
業
委
員
会
だ
よ
り

上
勝
町
農
業
委
員
会
だ
よ
り

上
勝
町
農
業
委
員
会
だ
よ
り

第三セクターの雇用・総売上・納税状況等についてお知らせ！

鎌 田 吉 男会長

（選挙）

橘 　 茂 幸職務代理

（議会推薦）

〔神田・大平・堂平〕

谷 家 公 雄
（共済組合推薦）

〔 福  川 〕

〔 福  原 〕

笹 尾 　 男
（農協推薦）

山 本 美惠子
（議会推薦）

〔中央・折坂・若生〕

古 田 勝 子
（議会推薦）

松 下 高 雄
（選挙）

山 田 武 志
（選挙）

美 馬 富 久
（選挙）

東 原 良 夫
（選挙）

〔市宇・八重地〕

田 中 貴 代
（選挙）

〔角屋・中瀬津・府殿〕

金 児 利 延
（選挙）

竹 中 充 代
（選挙）

西 中・柳 谷
中津賀・槻地

下 地・西 谷
西峯・蔭井谷

久保・日ノ浦・影
下野・樫原・川西

日 浦・梅 木 
鹿子山・下平

平 間・堂久保 
新町・寺内・南岡

菅蔵・葛又・神明
中  村 ・ 中  央

戸越・高畑 
谷口・大北
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Ό
上
勝
は
何
を
目
指
す
の
か
Ό

ド
イ
ツ
視
察
報
告

　
去
る
六
月
五
日
〜
十
日
ま
で
の

六
日
間
、
徳
島
小
水
力
推
進
協
議

会
の
方
々
と
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
市
、
比
較
的
上
勝
町
に
人
口

規
模
等
が
似
て
い
る
フ
ラ
イ
ア
ム

ト
、
シ
ェ
ー
ナ
ウ
と
い
う
農
村
集

落
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

  

電
力
を
輸
出
す
る
村

　  

〜
フ
ラ
イ
ア
ム
ト
〜

　
こ
こ
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
北

東
に
位
置
す
る
小
さ
な
酪
農
の
村

で
、
人
口
約
四
、
三
〇
〇
人
弱
、

総
面
積
五
二
、
九
二
〇
㎢
、
標
高

二
五
五
ｍ
〜
七
四
四
ｍ
そ
の
内
、

約
四
十
八
％
が
森
林
の
起
伏
に
富

ん
だ
傾
斜
地
の
多
い
村
で
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
一
九
九
七
年

か
ら
村
民
が
自
主
的
に
組
織
を
つ

く
り
、
風
況
調
査
か
ら
資
金
調
達

ま
で
を
行
っ
て
、
四
基
の
風
力
発

電
機
を
設
置
し
、
現
在
は
合
資
会

社
で
監
理
運
営
を
し
な
が
ら
約

三
、
〇
〇
〇
世
帯
の
家
庭
使
用
分

に
匹
敵
す
る
発
電
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
訪
問
し
た
一
軒
の
農
家
で
は
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
騒
ぎ
で
、
自
家
で
の
畜
産

は
止
め
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
畜

産
が
盛
ん
な
土
地
柄
を
活
か
し
、

自
宅
で
家
畜
の
飼
料
用
と
し
て
栽

培
し
て
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小

麦
・
牧
草
等
と
近
隣
四
件
の
畜
産

農
家
か
ら
出
る
糞
尿
を
利
用
し
て

発
酵
さ
せ
、
発
生
し
た
メ
タ
ン
ガ

ス
で
バ
イ
オ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
︵
熱
電
併
給
︶
が
行
わ
れ
、

約
七
〇
〇
㎞
離
れ
た
十
四
軒
の
住

宅
と
小
学
校
の
体
育
館
で
の
温
水

や
暖
房
等
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

熱
や
電
気
も
販
売
し
利
益
を
得
て

い
ま
し
た
。
蓄
糞
や
牧
草
が
発
酵

し
て
い
る
サ
イ
ロ
近
く
へ
も
行
き

ま
し
た
が
、
悪
臭
も
殆
ど
無
く
、

初
期
投
資
も
大
き
い
が
、
国
の
買

い
取
り
制
度
が
あ
る
た
め
収
益
性

も
高
く
、
資
金
回
収
計
画
も
立
て

や
す
く
農
家
で
も
思
い
切
っ
た
投

資
が
可
能
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
も
う
一
軒
の
農
家
で

は
自
分
の
土
地
を
市
民
二
三
〇
名

が
共
同
出
資
す
る
風
力
発
電
機
設

置
場
所
と
し
て
貸
し
出
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
農
家
は
、
牛
乳
を
搾

っ
て
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
搾
乳

時
約
三
十
八
℃
あ
る
牛
乳
を
四
℃

ま
で
冷
や
す
時
に
、
熱
交
換
機
と

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
五
十
℃
の
お
湯

を
沸
か
し
て
給
湯
に
利
用
し
て
い

ま
す
。 

　
屋
根
に
は
三
十
kw
の
太
陽
光
発

電
機
を
設
置
し
、
そ
の
上
、
所
有

森
林
か
ら
出
る
木
材
は
、
薪
や
丸

太
で
販
売
、
残
材
等
を
チ
ッ
プ
に

し
て
、
地
下
に
設
置
し
た
木
質
チ

ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
で
冬
場
の
暖
房
用

と
し
て
利
用
し
た
り
余
剰
を
燃
料

と
し
て
販
売
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
内
の
個
々

の
民
家
で
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
お
金
に
換
え
る
仕
組

み
を
積
極
的
に
導
入
し
、
そ
の
結

果
、
地
域
内
で
の
需
要
を
超
え
る

発
電
が
可
能
と
な
り
、
住
民
の
自

主
的
な
力
で
電
力
を
輸
出
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
面
に
お
い
て
自
立
す
る

村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
が
主
役
の

　
　

フ
ラ
イ
ブ
ル
市

　
二
日
目
は
、
ホ
テ
ル
か
ら
公
共

交
通
機
関
で
あ
る
ト
ラ
ム
︵
路
面

電
車
︶
を
利
用
し
て
市
内
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
安

心
し
て
移
動
で
き
る
状
況
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
限
ら
ず
、
本
来

何
を
優
先
す
る
べ
き
か
の
順
位
付

け
が
ち
が
う
と
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
﹁
安
心
感
や
豊
か
さ
﹂
が
感
じ

ら
れ
る
も
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
一
見
緩
や
か
に
見

え
る
小
川
や
谷
川
に
設
置
さ
れ
た

小
水
力
発
電
を
見
学
し
ま
し
た
。

数
箇
所
の
水
力
発
電
機

を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、

各
々
が
そ
の
場
所
で
の

効
率
的
な
発
電
を
考
え

て
、
様
々
な
形
の
発
電

機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

落
差
も
少
な
く
水
量
も

そ
ん
な
に
多
い
と
感
じ

ら
れ
な
い
場
所
で
も
、

身
近
に
効
率
的
な
水
車

が
活
躍
し
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
日
本
で
の
状
況

を
考
え
る
と
水
路
や
小
川
で
の
水

力
利
用
は
非
常
に
有
効
だ
と
思
わ

れ
る
の
に
、
設
備
費
用
が
か
か
り

す
ぎ
、
小
さ
な
発
電
機
は
﹁
お
も

ち
ゃ
﹂
と
し
て
採
算
性
の
面
か
ら

排
除
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
状
況
と

の
差
は
大
き
く
、
こ
こ
で
も
根
本

的
な
政
策
の
差
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
に
は
都
市
計
画
に

従
い
、
最
も
地
域
運
営
に
適
し
た

単
位
面
積
当
た
り
の
人
口
を
計
算

し
て
作
っ
た
居
住
区
を
見
学
、
こ

こ
で
も
﹁
人
間
ら
し
い
生
活
﹂
を

優
先
し
、
自
然
に
も
敬
意
を
も
っ

て
共
生
し
、
地
域
の
景
観
や
安
全

性
に
配
慮
さ
れ
た
駐
車
場
は
、
少
々

の
不
便
を
承
知
で
住
宅
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
、
子
供
た

ち
が
裸
足
で
走
り
回
れ
る
路
地
が

あ
っ
て
、
母
親
た
ち
が
ゆ
っ
た
り

と
、
裸
で
水
遊
び
を
す
る
子
供
た

ち
を
見
守
っ
て
い
る
状
況
を
懐
か

し
く
感
じ
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　
シ
ェ
ー
ナ
ウ

　
　

町
民
電
力
発
電
所 

　
三
日
目
は
、
今
回
の
視
察
の
最

大
の
目
的
地
で
あ
る
シ
ェ
ー
ナ
ウ

を
訪
問
、
こ
こ
は
ド
イ
ツ
南
西
部

の
有
名
な
黒
い
森
に
抱
か
れ
た
人

口
約
二
、
五
〇
〇
人
の
山
村
で
あ

り
、
一
九
八
六
年
に
発
生
し
た
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の

事
故
を
き
っ
か
け
に
、
子
供
た
ち

へ
の
安
全
を
願
う
数
名
の
親
た
ち

が
、
さ
さ
や
か
な
運
動
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
紆
余
曲
折
を
経
て
小
規

模
分
散
型
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
シ
ス
テ
ム
を
普
及
し
電

力
会
社
に
ま
で
発
展
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
電
力
会
社
で
設
立
当
初

か
ら
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
、
現

在
代
表
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て

お
ら
れ
る
シ
ュ
ラ
ー
デ
ッ
ク
夫
妻

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
約
二
十
五
年
間
に
は
、
住
民

意
識
を
変
え
る
た
め
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
大
規
模
な

電
力
会
社
か
ら
の
圧
力
と
戦
い
、

二
度
に
も
及
ぶ
住
民
投
票
を
経
験

し
、
町
を
二
分
す
る
ほ
ど
の
議
論

を
巻
き
起
こ
す
等
シ
ス
テ
ム
構
築

ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
っ

た
よ
う
で
し
た
が
、
説
明
時
に
は

ま
る
で
苦
し
い
こ
と
は
無
く
充
実

し
て
い
た
と
、
楽
し
そ
う
に
話
し

て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
に
も
﹁
信

じ
て
行
う
こ
と
！
﹂
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
東
北
大
震
災
直
後
は
、
こ
の
会

社
の
電
話
が
殆
ど
ひ
っ
き
り
な
し

に
な
り
続
け
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
へ
の
契
約
変
更
手
続
き
の
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
と
の
こ
と
、

こ
れ
か
ら
歩
み
を
始
め
る
私
た
ち

へ
必
要
な
協
力
は
惜
し
ま
な
い
と

心
強
い
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
務
所
で
は
、
約
四
十
名
の
若

い
人
た
ち
が
、
近
隣
の
町
か
ら
通

勤
し
、
清
潔
で
整
頓
さ
れ
た
事
務

所
で
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い

る
光
景
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
気
候
や
地
形
・
法
律
上
の
差
も

あ
っ
て
、
現
在
の
日
本
に
お
い
て

同
様
の
取
り
組
み
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
将
来
的
に
地
域
で
使
う
安
全

で
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自

給
し
、
雇
用
の
場
を
確
保
し
、
経

済
的
な
自
立
の
可
能
性
を
持
っ
た

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
私
た

ち
が
目
指
す
べ
き
一
つ
の
モ
デ
ル

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
細
か
な
数
字

や
経
過
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容

等
は
省
略
し
ま
し
た
。

　
八
月
か
ら
上
勝
町
で
内
閣
府
﹁
新

し
い
公
共
﹂
事
業
へ
の
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
度
の
﹁
緑

の
分
権
改
革
推
進
事
業
﹂
で
得
た

結
果
を
基
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
の
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。
今
回
の
視
察
の
経
験
を
で
き

る
限
り
反
映
し
、
い
つ
か
は
、
上

勝
町
を
今
回
訪
問
し
た
町
の
よ
う

な
真
に
豊
か
な
生
活
が
可
能
な
日

本
の
モ
デ
ル
に
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
課
　

東
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農家が自作した熱交換機

小さな水路での水力発電施設

子供たちが自由に遊べる街角

シュラーデック社長からの説明（通訳 村 上  敦 氏）

シェーナウ市民電力会社の様子

農
家
で
バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
の 

説
明
を
受
け
る
参
加
者



　
七
月
九
日
の
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
の
約
二
時
間
は
、
暑
さ
と
時

間
を
忘
れ
さ
せ
る
本
当
に
感
動
的

な
空
間
で
し
た
。

　
恥
ず
か
し
い
話
で
は
あ
り
ま
す

が
彩
保
育
園
表
現
会
へ
の
参
加
は

今
回
初
め
て
で
し
た
。
前
回
、
前
々

回
と
参
加
を
さ
れ
て
い
た
方
の
話

を
聞
い
て
み
る
と
﹁
ほ
ら
一
回
み

て
み
、
感
動
す
る
け
ん
。
感
動
し

て
涙
が
出
る
け
ん
﹂
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
の
表
現
会
タ
イ
ト

ル
﹁
上
勝
は
僕
ら
の
宝
物
　

二
〇

一
一
﹂
故
郷
、
上
勝
を
守
る
こ
と
、

自
然
を
大
切
に
思
う
こ
と
、
私
達
、

僕
た
ち
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
子
ど
も
達
の
仲
間
の
大
切

さ
に
気
づ
き
守
る
こ
と
、
そ
し
て
、

表
現
会
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、

子
ど
も
達
の
身
体
能
力
を
十
分
発

揮
さ
せ
る
運
動
量
の
多
さ
、
遊
び

の
中
で
文
字
、
数
字
を
覚
え
る
場
、

音
楽
に
合
わ
し
リ
ズ
ム
を
と
り
み

ん
な
と
共
に
踊
る
、
一
つ
の
物
語

り
の
流
れ
の
中
で
ど
の
演
技
を
見

て
も
、
園
児
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

責
任
を
果
た
し
ひ
と
つ
の
演
技
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
、
素
晴
ら
し
く
、

感
動
が
今
も
残
る
表
現
会
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
彩
保
育
園
の
保
育
方
針
、
保
育

目
標
に
あ
る
、
地
域
、
保
護
者
、

保
育
者
が
手
を
取
り
合
い
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
確
立
と
心
身
の
発

達
に
あ
わ
せ
た
健
全
な
遊
び
や
体

験
を
通
じ
て
体
力
の
増
進
と
豊
か

な
情
操
を
養
い
、
上
勝
町
の
自
然

を
愛
し
上
勝
が
大
好
き
な
子
ど
も

達
を
育
て
る
、
そ
し
て
、
﹁
仲
良

く
・
元
気
に
・
の
び
の
び
と
﹂
と

い
う
保
育
方
針
、
目
標
に
き
ち
っ

と
当
て
は
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
器
械
的
運
動
で
は
、
跳
び
箱
、

側
転
、
丸
太
の
橋
渡
り
、
巧
技
台
、

平
均
台
、
組
み
立
て
体
操
的
な
演

技
を
見
て
い
る
と
、
危
な
い
な
あ

と
か
、
怪
我
を
し
な
い
だ
ろ
う
か

と
心
配
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
当
に
子
ど
も
達
は
何
の
不
安
も

な
く
体
一
杯
を
使
い
演
技
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
歳
児
〜

二
歳
児
で
し
ょ
う
か
泣
き
な
が
ら

で
も
、
ひ
と
つ
の
演
技
を
最
後
ま

で
諦
め
る
こ
と
な
く
成
し
遂
げ
て

い
る
感
心
を
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　
子
ど
も
達
の
秘
め
て
い
る
可
能

性
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
保
育
を

四
国
大
学
の
田
村
典
子
先
生
指
導

の
も
と
実
践
活
動
さ
れ
て
い
る
保

育
士
の
先
生
方
に
拍
手
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
表
現

会
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
﹁
上
勝
は

僕
ら
の
宝
物
﹂
は
、
﹁
子
ど
も
達

は
上
勝
の
宝
物
﹂
で
あ
り
ま
す
。

地
域
、
行
政
、
保
護
者
、
保
育
者

で
あ
る
先
生
方
が
連
携
し
、
手
を

取
り
合
っ
て
上
勝
の
未
来
を
創
造

し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

﹁
本
当
に
感
動
を
あ
り
が
と
う
﹂

安 

堵 

義 

和

彩
保
育
園
表
現
会
に

　
参
加
さ
せ
て
頂
い
て

森
林
ふ
れ
あ
い
学
習

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催

　
六
月
二
日
に
上
勝
中
学
校
主
催

に
よ
り
、
中
学
生
と
教
員
皆
さ
ん

の
参
加
の
も
と
、
学
校
と
近
隣
の

山
林
に
お
い
て
、
森
林
ふ
れ
あ
い

学
習
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ク

ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
林
ふ
れ
あ
い
学
習
に
は
、
中

学
三
年
生
が
参
加
し
、
小
学
一
年

生
時
代
訪
れ
、
名
付
け
し
た
森
林

に
八
年
ぶ
り
に
再
度
訪
れ
成
長
の

様
子
を
観
察
す
る
と
共
に
間
伐
枝

打
ち
等
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ク
ー
ル
に

は
、
中
学
一
・
二
年
生
が
参
加
し

﹃
森
林
整
備
の
重
要
性
﹄
﹃
灯
油

ス
ト
ー
ブ
か
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
に
転

換
し
た
こ
と
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
抑
制
の
効
果
︵
カ
ー
ボ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
︶
﹄
に
つ
い
て
説

明
を
う
け
学
習
を
深
め
た
後
、
引

き
続
き
森
林
組
合
職
員
の
指
導
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
二
年
生
は
間

伐
・
搬
出
、
一
年
生
は
薪
づ
く
り

と
二
班
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
実
習

体
験
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
中
学
生
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、｢

林
業
の
大
変
さ
が
解

っ
た｣

、﹁
間
伐
の
大
切
さ
を
知
っ

た
。﹂﹁
間
伐
は
、
思
っ
て
い
た
よ

り
大
変
だ
っ
た
。﹂﹁
薪
づ
く
り
も
、

工
夫
す
る
と
う
ま
く
で
き
た
。
﹂

｢

冬
薪
ス
ト
ー
ブ
で
私
達
が
作
っ

た
薪
を
使
う
の
が
楽
し
み
で
す
。｣

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
体
験
に
よ
り
森

林
・
環
境
の
学
習
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
の
温
暖
化

防
止
に
つ
い
て
も
﹁
地
球
に
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
温
暖
化
に
対
す

る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。﹂、

﹁
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。
﹂
等
思
い
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
勝
町
で
は
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
抑
制
の
取
り
組
み
と
し
て
、

月
ヶ
谷
温
泉
で
は
木
材
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
す
る
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
、
上
勝
中
学
校
に
お
い
て
も

平
成
十
八
年
度
に
各
学
年
教
室
と

職
員
室
の
合
計
四
室
に
薪
ス
ト
ー

ブ
を
設
置
し
、
運
転
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催
に

あ
た
り
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
地
域
住
民
の
方
々
に
心
よ

り
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
後
と
も

ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　去る６月４日⑦日比ヶ谷ゴミステーション前の斜面において、⑳環境技術センター

小松島支部の皆さんによって、平成20年・21年の２年間に植栽されたケヤキや栗・山桜・

紅葉等の下草刈り作業が行われました。

　総勢20名の参加者の手で長く伸びた草

が刈り払われ、太陽の光が差し込んだ植

栽地を見ながら、これからの成長を楽し

みに、今年の作業を終わりました。

　早く有害鳥獣等に負けない美しい水源

涵養と癒しの森になること願っています。

　⑳環境技術センター小松島支部の皆様

ありがとうございました。

日比ヶ谷植栽地下草刈りでボランティア作業

「上勝上勝はぼくらの宝物宝物 2011」「上勝上勝はぼくらの宝物宝物 2011」「上勝はぼくらの宝物 2011」
～謎の怪人Ｘがやっ謎の怪人Ｘがやってくる～る～～謎の怪人Ｘがやってくる～

　
七
月
九
日
 
土
 
彩
保
育
園
表
現
会
が
上
勝
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
Ί

　
０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
達
は
Ὶ
来
賓
Ὶ
地
域
・
保
護
者
の
方
々
と
力

を
合
わ
せ
て
Ὶ
笑
顔
パ
ワ
ῴ
お
花
パ
ワ
ῴ
で
上
勝
を
守
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
Ί
演
劇
的
空
間
で
の
保
育
が
ど
れ
ほ
ど
楽
し
い
か
を
会
場
に
来
て
い

た
皆
が
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
Ί

　
ご
観
覧
Ὶご
協
力
頂
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
Ί

彩保育園表現会

上
勝
中
学
校
で

上
勝
中
学
校
で

上
勝
中
学
校
で
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知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

川

人

　

愛

159

こ
れ
ま
で
通
り
電
話
で
薬
を

頼
む
こ
と
は
で
き
る
の
？

　
院
外
薬
局
に
移
行
し
て
も
、
当

院
で
は
こ
れ
ま
で
通
り
電
話
で
薬

を
頼
む
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
診
療
所
に
電
話
を
し
て
、
ど
の

薬
が
必
要
か
、
ど
の
薬
が
必
要
で

な
い
か
を
明
確
に
言
っ
て
く
だ
さ

い
。
電
話
が
あ
れ
ば
、
診
療
所
で

処
方
せ
ん
を
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

診
療
所
で
会
計
を
済
ま
せ
て
か
ら
、

四
日
以
内
に
処
方
せ
ん
を
院
外
薬

局
に
持
っ
て
行
き
、
薬
を
も
ら
い

薬
代
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
院

外
薬
局
で
薬
の
内
容
の
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
変
更
が
あ
る
場

合
は
診
療
所
で
言
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
忙
し
い
、
時
間
が
な
い

か
ら
と
い
っ
て
薬
だ
け
を
も
ら
い

に
診
療
所
へ
行
く
の
で
は
な
く
、

体
調
に
変
わ
り
が
な
く
て
も
二
〜

三
ヶ
月
に
一
回
は
診
察
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
の
　
　
　
　

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
暑
い
毎

日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
夏
ば
て

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
上
勝
は
働
き

者
の
人
が
多
く
、
暑
い
な
か
、
お

茶
摘
み
、
彩
な
ど
を
し
て
体
調
を

崩
し
て
診
療
所
を
受
診
す
る
患
者

さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
熱
中
症

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、水
分
を
こ
ま

め
に
摂
り
、休
憩
を
と
り
な
が
ら
仕

事
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
す
で
に
院
内
で
は
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
上
勝
町
診

療
所
は
八
月
一
日
か
ら
院
外
処
方

へ
移
行
し
ま
す
。
今
回
は
普
段
も

ら
っ
て
い
る
お
薬
に
つ
い
て
の
お

話
で
す
。 

医
薬
分
業
と
は
？

　
医
薬
分
業
と
は
、
医
師
や
歯
科

医
師
の
診
療
を
受
け
た
際
に
、
薬

の
種
類
や
量
の
記
載
さ
れ
た
処
方

せ
ん
を
も
ら
っ
て
、
そ
の
処
方
せ

ん
を
﹁
処
方
せ
ん
取
扱
﹂
﹁
保
険

薬
局
﹂
﹁
基
準
薬
局
﹂
等
の
表
示

の
あ
る
薬
局
へ
持
参
し
て
薬
を
も

ら
う
制
度
で
す
。
医
師
と
薬
剤
師

の
二
人
の
専
門
家
に
よ
っ
て
、
医

薬
品
の
使
用
を
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

し
、
効
き
め
や
安
全
性
を
一
層
高

め
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
薬
局
と
は
？

　
薬
局
の
中
で
、
自
分
で
処
方
せ

ん
を
持
っ
て
い
っ
て
薬
を
受
け
取

る
、
自
分
自
身
で
選
ぶ
信
頼
で
き

る
薬
局
の
こ
と
で
す
。 

　
通
院
し
て
い
る
複
数
の
医
療
機

関
か
ら
も
ら
う
処
方
せ
ん
を
特
定

の
﹁
か
か
り
つ
け
薬
局
﹂
に
持
っ

て
い
く
と
、
複
数
の
処
方
せ
ん
の

中
の
薬
の
飲
み
合
わ
せ
、
量
、
重

複
投
与
や
大
衆
薬
と
の
飲
み
合
わ

せ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え

ま
す
。
ま
た
、
薬
が
体
質
に
あ
っ

て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
服
薬

指
導
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
﹁
か
か
り
つ
け
薬
局
﹂
で
は
、

患
者
さ
ん
や
家
族
の
体
質
や
今
ま

で
服
用
し
た
薬
を
把
握
し
て
い
て
、

安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。
薬
だ

け
で
な
く
、
健
康
食
品
や
家
庭
用

品
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
の
化
学
物

質
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
て

く
れ
ま
す
の
で
、
上
手
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

医
薬
分
業
の
メ
リ
兊
ト
は
？

　
薬
局
で
は
患
者
さ
ん
ご
と
に
薬

歴
を
作
成
し
ま
す
。
薬
歴
に
は
現

在
服
用
し
て
い
る
薬
の
ほ
か
、
患

者
さ
ん
の
体
質
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴

や
、
以
前
起
こ
し
た
副
作
用
が
記

入
さ
れ
ま
す
。
こ
の
薬
歴
を
も
と

に
処
方
せ
ん
中
の
薬
の
、
他
の
医

療
機
関
の
処
方
せ
ん
と
の
飲
み
合

わ
せ
や
重
複
投
与
、量
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る
薬
が
出
さ
れ
て

い
な
い
か
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
、
必
要
が
あ
れ
ば
医
師
に
相
談

し
た
後
、
調
剤
さ
れ
ま
す
。
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
よ
っ
て
安
心
し

て
薬
を
飲
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
薬
の
内
容
や
飲
み
方
、
注
意
の

記
載
さ
れ
た
説
明
書
を
も
と
に
、

使
用
方
法
や
保
管
方
法
を
含
め
た

細
か
い
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︵
服
薬
指
導
︶。 

　
寝
た
き
り
な
ど
の
患
者
さ
ん
の

場
合
に
は
、
本
人
で
な
く
て
も
、

ご
家
族
が
処
方
せ
ん
を
持
っ
て
い

っ
て
良
い
で
す
し
、
薬
の
宅
配
を

し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

長
い
薬
の
待
ち
時
間
も
な
く
、
患

者
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
薬
の
特
許
が
満
了
し

た
後
に
発
売
さ
れ
る
た
め
、
同
じ

成
分
、
同
じ
効
き
目
で
も
価
格
が

安
い
薬
の
こ
と
を
後
発
医
薬
品
︵
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
︶
と
い
い
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
取
り
扱
う

院
外
薬
局
で
薬
を
も
ら
え
ば
薬
代

は
安
く
な
り
ま
す
。
︵
医
師
の
判

断
に
よ
り
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
変
更

で
き
な
い
薬
も
あ
り
ま
す
の
で
、

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。︶

医
薬
分
業
の
デ
メ
リ
兊
ト
は
？

　
薬
に
副
作
用
が
あ
る
よ
う
に
医

薬
分
業
に
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　
診
療
所
と
薬
局
の
二
ヵ
所
に
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
二

度
手
間
に
な
る
こ
と
、
院
内
で
も

ら
う
場
合
に
比
べ
て
支
払
う
金
額

が
若
干
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

処
方
せ
ん
と
は
？

　
医
師
や
歯
科
医
師
が
診
察
し
て
、

治
療
に
必
要
な
薬
の
種
類
や
、
量
、

飲
み
方
な
ど
を
記
入
し
た
用
紙
の

こ
と
で
す
。

処
方
せ
ん
の
使
用
期
間
は
？

　
処
方
せ
ん
の
使
用
期
間
は
健
康

保
険
法
の
規
程
に
よ
り
、
交
付
日

を
含
め
四
日
以
内
で
す
。

　
使
用
期
間
内
に
処
方
せ
ん
を
薬

局
に
持
っ
て
い
き
、
薬
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

お
薬
手
帳
と
は
？

　
あ
な
た
に
処
方
さ
れ
た
薬
の
名

前
や
飲
む
量
、
回
数
な
ど
を
記
録

し
て
お
く
も
の
で
す
。
複
数
の
医

療
機
関
に
か
か
っ
た
り
市
販
薬
を

購
入
す
る
際
に
、
こ
の
手
帳
を
見

せ
て
重
複
投
与
や
相
互
作
用
、
ま

た
過
去
の
副
作
用
な
ど
を
確
認
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
時
に
も
役
立
ち
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
か
か
り
つ
け
薬
局
で

入
手
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
薬

局
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
薬
あ
れ
こ
れ

 

診
療
所
で
も
ら
う
薬

　
診
療
所
の
お
薬
は
、
患
者
さ
ん
個

人
の
症
状
や
体
質
に
合
わ
せ
て
、
そ

の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
処
方
さ
れ
て

い
ま
す
。
よ
く
似
た
症
状
だ
か
ら
と

い
っ
て
、別
の
時
に
使
っ
た
り
、他
の

人
に
あ
げ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
症
状
が
無
く
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
勝
手
に
お
薬
を
使
う
の

を
止
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
症
状
が

無
く
な
っ
て
も
、ま
だ
完
全
に
治
っ
て

い
な
か
っ
た
り
、
使
う
の
を
急
に
止

め
て
は
い
け
な
い
お
薬
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
慢
性
の
病
気
の
場
合
は
、
お

薬
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
症
状
が
出

て
い
な
い
の
で
、
止
め
て
し
ま
う
と

症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
薬
の
の
み
方︵
錠
剤
、水
剤
、散
剤
︶

　
お
薬
の
袋
に
は
の
む
時
間
と
量
が

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
必
ず
そ
の
通

り
の
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
錠
剤

　
体
を
起
こ
し
て
、
コ
ッ
プ
一
杯
以

上
の
水
か
ぬ
る
ま
湯
で
の
み
ま
す
。

寝
た
ま
ま
だ
と
、
途
中
で
お
薬
が
引

っ
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
を
飲
ま
な
い
と
、
食
道

に
張
り
つ
い
た
り
、
お
薬
が
溶
け
に

く
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
薬
を
砕
い
た
り
潰
し
た
り
す

る
と
効
果
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
ま
ま
の
み
ま
す
。

■
水
剤

　
一
回
分
を
別
の
容
器
に
移
し
て
、

そ
の
ま
ま
又
は
水
や
ぬ
る
ま
湯
で
薄

め
て
の
み
ま
す
。
お
薬
の
容
器
か
ら

直
接
の
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
散
剤

　
少
量
の
水
で
、
口
の
中
を
う
る
お

し
た
あ
と
、
お
薬
を
口
の
中
に
入
れ

ま
す
。

　
そ
の
後
、
コ
ッ
プ
一
杯
以
上
の
水

か
ぬ
る
ま
湯
で
の
み
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
お
薬
の
の
ま
せ
方

■
錠
剤

　
体
を
起
こ
し
て
、
コ
ッ
プ
一
杯
以

上
の
水
か
ぬ
る
ま
湯
で
の
ま
せ
ま
す
。

　
の
ん
だ
後
、
口
の
中
に
残
っ
て
い

な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

■
散
剤

　
少
量
の
水
で
、
口
の
中
を
う
る
お

し
た
あ
と
、
お
薬
を
口
の
中
に
入
れ

ま
す
。

　
コ
ッ
プ
一
杯
以
上
の
水
か
ぬ
る
ま

湯
で
の
ま
せ
ま
す
。

　
の
み
に
く
い
場
合
は
、
次
の
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
適
量
の
水
、ぬ
る
ま
湯
に
溶
か
し
、

の
ま
せ
ま
す
。︵
で
き
る
だ
け
少
な
い

量
に
溶
か
し
、
作
り
お
き
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。︶

・
プ
リ
ン
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど

に
練
り
込
ん
だ
り
し
て
、
食
べ
さ
せ

ま
す
。

・
少
量
の
水
、
ぬ
る
ま
湯
で
練
っ
た

も
の
を
頬
の
内
側
や
上
あ
ご
に
塗
り
、

水
や
ジ
ュ
ー
ス
で
流
し
込
み
ま
す
。

た
だ
し
、
お
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

ジ
ュ
ー
ス
等
が
使
用
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

目
薬
の
使
い
方

　
一
回
に
一
滴
さ
し
ま
す
。
そ
れ
以

上
さ
し
て
も
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
さ
し
た
後
、
約
一
分
間
目
を
閉
じ

ま
す
。
目
頭
を
軽
く
押
さ
え
る
の
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
二
種
類
以
上
の
目
薬
を
使
う
と
き

は
、
五
分
以
上
間
隔
を
あ
け
ま
す
。

　
使
う
順
番
を
医
師
か
ら
指
示
さ
れ

て
い
る
時
以
外
は
順
番
に
こ
だ
わ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
容
器
の
先
が
ま
ぶ
た
や
ま

つ
げ
な
ど
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

湿
布
の
使
い
方

　
湿
布
に
は
冷
湿
布
と
温
湿
布
が
あ

り
ま
す
。

　
冷
湿
布
は
、
患
部
を
冷
や
し
な
が

ら
痛
み
や
炎
症
を
と
る
の
で
、
主
に

腫
れ
や
熱
感
の
あ
る
打
撲
や
ね
ん
ざ

に
使
い
ま
す
。

　
温
湿
布
は
、
血
行
を
よ
く
し

な
が
ら
痛
み
や
炎
症
を
と
る
の

で
、
主
に
肩
凝
り
や
腰
痛
に
使

い
ま
す
。

　
な
お
、
温
湿
布
は
貼
付
し
た

と
こ
ろ
を
温
め
る
と
刺
激
が
強

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

　
温
湿
布
は
入
浴
す
る
一
時
間

前
に
は
が
し
、
入
浴
直
後
は
使

用
し
ま
せ
ん
。

お
薬
の
保
管
方
法

　
直
射
日
光
、
高
温
、
多
湿
の

と
こ
ろ
を
さ
け
て
保
管
し
ま
す
。

　
冷
暗
所
で
保
存
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
は
、
冷
蔵
庫
で
保
管

し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
誤
飲
事
故
が
多
い

の
で
、
子
ど
も
の
手
の
届
か
な

い
と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
す
。
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案 内 板

貯 筋 教 室貯 筋 教 室

　歯科衛生士による歯やお口の相談です。

歯は一生の宝物です。歯医者へかかっている

方も、お気軽にお越しください。

　ゆっくり体をほぐしたあと、無理のない筋トレ体操を行

います。先生からのタメになるお話もありますよ。

　楽しい教室です！初めての方も、ぜひお越しください☆

8月 24日㈬ 14時〜16時と　き

ところ コミュニティセンター

会　費 月 500円

8月 19日㈮ 14：00〜15：30

場  所 コミュニティセンター

会  費 500円

と　き

ところ 上勝町診療所

8月 10 日㈬

8月22日㈪ ９：30〜11：00

14：00〜15：00①

②

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

歯の健康相談

　
睡
眠
は
、肉
体
的
・
精
神
的
な
疲

れ
を
と
る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
⋯

○ 

日
本
人
の
睡
眠
時
間
は
年
々
減

　
少
し
て
い
ま
す

○ 

睡
眠
で
休
養
が
と
れ
て
い
な
い

　
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す

﹁
社
会
生
活
基
本
調
査︵
平
成
十
八
年
︶﹂ 

 

睡
眠
不
足
が
引
き
起
こ
す
も
の
？

○ 

集
中
力
・
判
断
力
・
記
憶
力
が

　
低
下
し
ま
す

○  

免
疫
力
が
低
下
し
ま
す

● 

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま

　
り
ま
す

︻
糖
尿
病
と
の
関
係
︼
睡
眠
不
足

で
耐
糖
能
異
常
。
ま
た
、
寝
過
ぎ

︵
八
時
間
以
上
の
睡
眠
︶
も
血
糖

値
と
関
連
し
ま
す
。

︻
肥
満
と
の
関
係
︼
満
腹
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
を
低
下
す
る
た
め
、
空

腹
感
が
増
し
た
り
、
ま
た
、
食
欲

を
増
す
ホ
ル
モ
ン
が
増
え
る
た
め
、

食
欲
が
亢
進
し
た
り
し
ま
す
。

︻
高
血
圧
と
の
関
係
︼
七
〜
八
時

間
睡
眠
に
比
べ
、
五
時
間
以
下
の

睡
眠
の
方
で
は
、
一
・
七
六
倍
も

高
血
圧
を
発
症
し
や
す
い
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。 

 

快
適
な
睡
眠
の
た
め
に

■
朝
の
光
を
浴
び
て
体
内
時
計
を

　
リ
セ
ッ
ト

■
朝
食
は
し
っ
か
り
と

■
寝
酒
は
控
え
ま
し
ょ
う

　
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
た
め

に
肝
臓
が
活
発
に
活
動
を
続
け
る

た
め
、
睡
眠
の
質
を
下
げ
て
し
ま

い
ま
す
。

 

コ
ー
ヒ
ー
、
緑
茶
、
チ
ョ
コ
等

カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む
も
の

■
日
中
、
適
度
な
運
動
を

■
昼
寝
は
短
く
、
午
後
三
時
以
前

　
の
二
〇
分

♪
睡
眠
は
あ
な
た
の
心
と
体
に
よ
く

効
き
ま
す
。元
気
な
明
日
の
た
め
に
、

質
の
良
い
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
♪

と
　

き
　

九
月
二
十
二
日︵
木
︶

と
こ
ろ
　

コ
ミ
奛
ニ
テ
鍈
セ
ン
タ
ῴ

内
容
と
負
担
金

■
乳
が
ん
検
診
 
一
Ὶ〇
〇
〇
円
 

　
十
時
〜
十
五
時
三
十
分

　
二
方
向
Ｘ
線
検
査
を
行
い
ま
す

■
子
宮
が
ん
検
診
 
六
〇
〇
円
 

　
十
三
時
〜
十
四
時

　
子
宮
頸
部
の
細
胞
を
綿
棒
で
こ

　
す
り
と
り
ま
す

申 

込 

み
　
　
　
　
　

　
八
月
二
十
五
日
 
木
 
ま
で
に

　
役
場
住
民
課
へ

婦
人
が
ん
検
診

　
　
　
を
受
け
よ
う
！

暑
さ
で
ぐ
っ
た
り
な
あ
な
た
へ

～ 日 程 ～

■８月18日㈭
　10時～12時　コミュニティセンター

　14時～16時　高鉾公民館

■８月29日㈪
　14時～16時　旭集落センター

■９月12日㈪
　14時～16時　傍示定住センター

　健診結果が出る都合上、説明会へは

健診を受けた会場へお越しください。

特定健診の後は

健診結果説明会へ

　健診結果から自分の身体を
知りましょう★

ツボ刺激で若々しさを保つ

チベット体操教室

︿
そ
の
他
就
寝
前
に
控
え
た
い
も
の
﹀

臨時職員募集
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　上勝町では平成24年４月１日より採用予定の

職員採用試験を行います。

■採用予定数　・一般事務（大学卒業程度）  ２名

　　　　　　　・看護師　　　　　　　　１名

■受験資格

・一般事務（昭和57年４月２日から平成２年４月

　１日までに生まれた者）

・看護師（昭和57年４月２日（29歳）以降に

　生まれた者で、看護師免許を有する者又は、

　平成24年春の国家試験により当該免許を取得

　する見込みの者）

■申込用紙

申込用紙は、７月12日以降に上勝町役場総務

課に請求してください。

郵送で請求する場合は、封筒の表に「職員試

験請求（試験区分○○○）」と朱書きし、宛

先明記の120円切手をはった返信用封筒を必

ず同封してください。

■申込受付期間

平成23年７月25日㈪から平成23年８月８日㈪

まで

■試験日　平成23年９月18日㈰

■問い合わせ先

詳しくは、上勝町役場総務課まで連絡ください。

また、上勝町ホームページに掲載されていま

すので、ご覧ください。

〒771-4501

徳島県勝浦郡上勝町大字福原字下横峯３−１

☎ 0885−46−0111

ホームページ http://www.kamikatsu.jp

　
上
勝
町
で
は
、九
月
よ
り
、平
成
二
十
四
年

三
月
ま
で
の
間
、
内
閣
府
﹁
新
し
い
公
共
﹂

事
業
を
推
進
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
業

務
や
町
内
宅
配
業
務
を
行
う
会
社
組
織
の
立

ち
上
げ
準
備
の
た
め
、
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
な
お
、
来
年
四
月
か
ら
は
引
き
続
き
新
た

な
会
社
組
織
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。 

■
採
用
予
定
数
　

三
名
程
度

　
一
般
事
務
︵
事
務
局
業
務
︶　

　
経
理
事
務

■
日
　
　

給
　
　

八
千
円
〜
一
万
三
千
円

■
勤
務
場
所
　
　

上
勝
町
内 

■
勤
務
時
間
︵
原
則
と
し
て
︶

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十
五
分

　
　
　
　
　
　

時
間
外
及
び
休
日
勤
務
有 

■
応
募
資
格

・
パ
ソ
コ
ン
︵
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー

　
ポ
イ
ン
ト
・
メ
ー
ル
等
︶が
使
え
る
人 

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日︵
月
︶か
ら 

　
平
成
二
十
三
年
八
月
十
九
日︵
金
︶ま
で

■
申
込
方
法

　
上
勝
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
用

紙
に
最
近
六
ヶ
月
以
内
に
撮
っ
た
写
真
と﹁
課

題
作
文
﹂
を
添
え
、
上
勝
町
役
場
産
業
課
﹁
新

し
い
公
共
﹂
事
務
局
ま
で
郵
送
に
て
お
送
り

下
さ
い
。︵
当
日
消
印
有
効
︶

　
書
類
で
の
第
一
次
選
考
を
行
っ
た
上
で
、

合
否
及
び
二
次
選
考
日
は
メ
ー
ル
で
の
み
該

当
者
に
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

申
込
書
に
は
必
ず
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
記
入

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、提
出
書
類
等
の
返
還
、合
否
に
関
す

る
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
は
致

し
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
送
付
先

　
〒
七
七
一
︱

四
五
〇
一

　
徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
福
原
字 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
横
峯
三
番
地
一

　
　
　
　
　
　
　

上
勝
町
役
場
産
業
課
　

東

　
　
　
　 

☎
〇
八
八
五
︱

四
六
︱

〇
一
一
一 

︹
課
題
作
文
︺
上
勝
町 

﹁
新
し
い
公
共
﹂ 

社
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た
め
の
モ
デ
ル
事

業
申
請
書
を
読
み
﹁
地
職
住
推
進
機
構
﹂
で

の
自
分
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
四
〇
〇
字

以
内
で
お
書
き
下
さ
い
。

上勝町成人式の
開催について

平成24年

平成平成2323年度年度 上勝町職員採用試験上勝町職員採用試験のお知らせお知らせ平成平成2323年度年度 上勝町職員採用試験上勝町職員採用試験のお知らせお知らせ平成23年度 上勝町職員採用試験のお知らせ

■日時　平成24年1月2日②

■受付　９時から

■開式　９時30分から

■場所　高鉾公民館

　平成３年４月２日から平成４年

４月１日までに生まれた方で、

上勝中の卒業生及び現在上勝町

に在住の方。

※対象者には別途案内を通知い

たします。

　この機会に、懐かしい友人や

恩師との再会を楽しみましょう。

　成人式へのご意見・ご要望な

どの相談がございましたら、お

気軽に教育委員会までご連絡下

さい。
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（敬称略）

プログラム

　第17回全国棚田（千枚田）サミットが、上勝町で開催されます。サミットは、棚田を有する市

町村、各種団体、個人が棚田についての情報交換、交流を図り、全国の棚田地域の直面する問題

解決や地域活性化の参考になると思われますので、ぜひご参加ください。なお、町民の皆さまに

つきましては、現地（＊１）への参加はできません。

　また、上勝中学校（周辺含め）へは、駐車スペースがないため、実行委員会指定場所からシャト

ルバスをご利用いただくことになります。

● 参加負担金　3,000円

● 募 集 人 数　100名（上勝町民） （500名規模）

● お申し込み　折り込みの「第17回全国棚田（千枚田）サミット参加申込書」によりお申し込みください。

お問い合わせ先　第17回全国棚田（千枚田）サミット実行委員会事務局（上勝町役場産業課内）

　　　　　　　　電話 0885-46-0111（担当：竹内、久米）

販売場所　　上勝町商工会館にて販売 

販  売  日　  ８月２日㈫より販売開始 

注　　意　　先着順　売り切れ次第終了 

内　　容

・通常の額面に20%上乗せになり、大変お得

・プレミアムのほかにお店でもサービスが充実

・詳しくは折り込みチラシをご覧ください

日　時 　平成23年９月４日㈰

内　容 　消防団員が放水訓練等を行う予定です。

主要地方道徳島上那賀線主要地方道徳島上那賀線「正木トンネル正木トンネル」の 

開通について開通について

主要地方道徳島上那賀線「正木トンネル」の 

開通について

上勝町商工会

プレミアム付き 商品券商品券商品券商品券商品券

平成23年度上勝町総合防災訓練について

人権擁護委員が 

委嘱されました

平成23年７月１日付けで、法務大臣 

から次の方が委嘱されました。

人権擁護委員 

早 川 賢 治 さん （＊１）

第17回全国棚田回全国棚田（千枚田）（千枚田）サミサミット参加者募集ト参加者募集第17回全国棚田（千枚田）サミット参加者募集

日時：平成23年10月28日㈮〜29日㈯

　上勝町民が長年待ち望んでいました、主要地方道徳島上那賀線「正木トンネル」の工事が完

成し、来る８月28日㈰に開通を迎えることになりました。

　これにより、徳島市から上勝町へは一部を

除き二車線となり、周辺市町への通勤・通学

をはじめ、本町への観光や産業振興及び地域

活性化に大きく寄与するものと考えています。

次により開通式などの行事が行われ、正午か

ら一般車両の通行ができますのでお知らせい

たします。

開 通 式 　８月28日①　午前９時から

場　　所　 正木トンネル　徳島側抗口

行事内容　 テープカット、 上勝小学校鼓笛隊

　　　　　 先導による通り初め、餅投げ等
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上
勝
町
体
育
指
導
委
員
会
主
催

新規
事業

「住まいの安全・安心な
　　  リフォーム支援事業」の受付について

　木造住宅の耐震化を推進するため、「耐震化工事」や「リフォーム工事」を行う場合に、そ

の経費の一部を「県」が補助します。（申込は市町村にどうぞ） 

■対象住宅　　昭和56年以前に着工した木造住宅で、市町村が実施した耐震診断で上部構造評

　　　　　　　点が1.0未満の住宅 

■対象工事　　工事費(税抜き)が20万円以上で、平成24年２月28日までに完了届が提出できる

　　　　　　　工事で 次に該当するもの。

　　　　　　　（ϱは必ず実施しϲ～ϵのうち一つ以上を必ず実施してください。）　

　　　　　　　ϱ 高さ1.5メートル以上の家具を固定（必須）

　　　　　　　ϲ 評点0.7未満を評点0.7以上とする耐震補強工事（＊）

　　　　　　　ϳ 評点0.7以上（1.0未満）の評点を向上させる耐震補強工事（＊）

　　　　　　　ϴ 耐震ベッド又は耐震シェルターを設置する工事

　　　　　　　ϵ ϲ～ϴに相当する工事

　　　　　　　（＊耐震補強工事の例：壁の補強、屋根の軽量化、基礎の補強など）

　　　　　　　※申請時点で既に工事契約 又は工事着手している場合は対象外。

■補助金額　　補助対象工事費（税抜き）の50％（上限40万円）

■事業実施戸数（県全体）　　500戸　

■募集期間（第１回）　　　　平成23年７月下旬～平成23年９月30日

■申込方法　　市町村（「木造住宅耐震化」担当窓口）に備え付けの申込書類か県のホーム　

　　　　　　　ページからダウンロードして作成し、市町村に申込み下さい。

■交付決定　　申請後、県から補助金の交付決定の文書が届きます。（９月上旬となる予定です。）

　　　　　　　その文書が届いてから、工事に着手して下さい。　

■お問合せ先　徳島県県土整備部住宅課　耐震化・木造住宅担当　TEL.088－621－2594

■そ の 他　　その他、工事が実施できる施工者の資格等、県のホームページに掲載しております。

　
中
山
間
地
域
な
ど
の
農
業

生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
に

お
い
て
、
五
年
以
上
農
業
を
続

け
る
こ
と
を
約
束
し
た
農
業

者
の
方
々
に
対
し
て
、
交
付
金

を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

制
度
の
概
要

　
交
付
金
の
対
象
と
な
る
に
は
、

地
域
や
実
施
す
る
活
動
な
ど

に
つ
い
て
一
定
の
基
準
を
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
交
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

集
落
で
農
地
の
管
理
方
法
や

役
割
分
担
を
取
り
決
め
た
﹁
協

定
﹂
を
締
結
し
、
五
年
間
以
上

農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
第
三
期
対
策
に
新
た
に

取
り
組
み
た
い
集
落
は
、
平
成

二
十
三
年
八
月
十
日
ま
で
に

産
業
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

中山間地域等直接支払制度第中山間地域等直接支払制度第３期対策期対策 
（平成（平成2222年〜平成年〜平成2626年度）年度）の実施についての実施について
中山間地域等直接支払制度第３期対策 

（平成22年〜平成26年度）の実施について

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
と
は

開催日　８月25日⑤～26日⑥

場　所　上勝中学校体育館

申込み　８月16日③ までに名簿を教育委

　　　　員会まで提出すること。（厳守）

要　項

　町内在住者もしくは町内の事業所に勤務

するものを対象とする。

　なお、詳しい要項については、各名総代へ

発送いたしますので、各地区でご相談の上

お申し込み下さい。試合日程については、参

加申込み締切後に各チーム代表者へ文書に

て後日連絡いたします。

地区対抗バレーボール大会の地区対抗バレーボール大会の

開催について開催について

地区対抗バレーボール大会の

開催について

上勝町体育協会主催

﹁
元
気
ア
ッ
プ
教
室

元
気
ア
ッ
プ
教
室
﹂

　
　
　
　

　
　
　
　 

の
開
催
に
つ
い
て

の
開
催
に
つ
い
て

﹁
元
気
ア
ッ
プ
教
室

元
気
ア
ッ
プ
教
室
﹂

　
　
　
　

　
　
　
　 

の
開
催
に
つ
い
て

の
開
催
に
つ
い
て

﹁
元
気
ア
ッ
プ
教
室
﹂

　
　
　
　 

の
開
催
に
つ
い
て

開
催
日
　

八
月
十
九
日
︵
金
︶

　
　
　
　

十
三
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
ま
で  

場
　

所
　

傍
示
定
住
セ
ン
タ
ー

対
　

象
　

町
内
小
学
生

内
　

容

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ビ
ー
を
と
お
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
と
ふ
れ
あ
い

の
場
づ
く
り
を
体
育
指
導
委
員
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。

　
運
動
の
好
き
な
子
、
も
っ
と
運
動
を
し
た

い
子
、
運
動
が
嫌
い
で
も
み
ん
な
と
楽
し
く

活
動
し
た
い
子
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、別
記
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

  

運
動
の
出
来
る
服
装
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、飲
み
物
、着
替
え
な
ど

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

  

八
月
十
二
日︵
金
︶ま
で
に
教
育
委
員
会
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
夏
休
み
期
間
中
、
上
勝
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ

に
通
う
児
童
の
み
な
さ
ん
は
上
勝
あ
す
な

ろ
ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

教
育
委
員
会
　

四
五
ー
〇
一
一
一

　高齢化等により畑や田の耕作が困難になったり、

新しく果樹等の植え付けをお考えの方はまず、周

辺農地の所有者に一言、声を掛けてくださいね。

　果樹や柿・栗などは植え付け後、長期間に渡り同

じ場所で生育するため、かなり大きく成長します。

　特に農地の境界の植樹は隣の農地を陰にしたり、

枝から雨がしたたり落ちるため、その下の農地で

は作物が十分に育つことができなく、近隣の農地

所有者が困り、トラブルの原因となることもあり

ます。

　このため、長期的視野での農地環境保全を考え

る必要がありますので、皆様のご協力をお願いい

たします。

お問い合わせ先

上勝町農業委員会事務局（役場産業課46－0111）

農地付近に果樹等を植える時には！



〜後期高齢者医療保険被保険者の皆様へ〜 平成平成23年度年度平成平成23年度年度 後期後期後期後期

８月中旬（お盆前）に決定通知等をお送りしますので、よろしくお願いします。

お送りするものはその方によって異なります。

通知書　をお送りする方…10月以降、年金から保険料を徴収される方（特別徴収）

通知書　をお送りする方…８月以降、一緒に綴じてある納付書で保険料をお納めいただく方（普通徴収）
　　　　　　　　　　　　※８月以降納める必要の無い方や、口座振替該当者は納付書がついておりません。

通知書　、　ともにお送りする方…８月、９月が普通徴収で、10月以降が特別徴収の方

ア

イ

ア イ

ア

特別徴収

厚生労働大臣

老齢基礎年金

被保険者番号

後期高齢者医療保険料額

被保険者氏名

保　険　料　額

決定理由　保険料額を決定しました

円

決定年月日　平成23年　8月　　日

　平成23年度分の後期高齢者医療保険料額を
次のとおり決定しましたので通知します。

　平成23年度の後期高齢者医療保険料の期別保険料額
及び特別徴収の開始を決定したので通知します。

平成23年度 後期高齢者医療保険料額決定通知書

後期高齢者医療保険料 特別徴収開始通知書

ϱ賦課のもととなる所得金額

϶限度超過額

ϲ所得割率
ϳ所得割額

ϱ×ϲ
ϵ算出額
ϳ＋ϴ

円 ％ 円

ϴ均等割額

円 円

円

賦課管理番号

Ϸ所得割軽減額

円

ϸ均等割軽減額

円

Ϲ年保険料額
ϵ-϶-Ϸ-ϸ

Ϻ月割減額
ϻ保険料額

Ϲ－Ϻ

円 円 円

月数

保険料算定の基礎

徳島県後期高齢者医療広域連合長

徳島県勝浦郡上勝町長

通知書番号

被保険者氏名

生年月日 性別　昭和　　　年　　　月　　　日

住　　所 　上勝町大字　　　　　　　字　　　　　番地　　　

被保険者番号

男

円

円

円

円

円

円

徴 収 方 法

特 別 徴 収 義 務 者

特 別 徴 収 対 象 年 金

特別徴収対象年金額

徴 収 方 法 等

期別保険料額

年 間 保 険 料 （ 普 通 徴 収 ）

年 間 保 険 料 （ 特 別 徴 収 ）

　 　 仮 徴 収 額 　 　

　 　 本 徴 収 額 　 　

保 険 料 額

10月

円

12月

円

２月

円

来年度仮徴収額
４月

円

６月

円

８月

　来年度4月から8月まで、　　徳島県後期高齢者医療広域連合が
決定した保険料に基づき、高齢者の医療の確保に関する法律並び
に同法施行令、施行規則の規定により仮徴収を実施します。この
場合の保険料（月額）は今年度2月の保険料と同額になりますので
お知らせいたします。

発行日　　平成23年　8月　　日

広
域
連 

合
長
印 

上
勝
町 

長
之
印 

後期高齢者医療保険料額決定（変更）通知書
後期高齢者医療保険料額を次のとおり決定（変更）しましたので通知します。

被保険者番号 後期高齢者医療保険料額被　　保　　険　　者　　氏　　名
円

（決定理由） （決定年月日）

徳島県後期高齢者医療広域連合長 

ϱ賦課のもととなる所得金額

円

円

Ϸ所得割軽減額϶限度超過額

円

円

円

円

ϸ均等割軽減額

円

円

Ϲ年保険料額
ϵ-϶-Ϸ-ϸ

ϻ保険料額
Ϲ-ϺϺ月割減額

円

円

円

円

円

円

月額

ϳ所得割額
ϱ×ϲ

円

円

円

円

円

円

ϲ所得割率 ϴ均等割額 ϵ算出額
ϳ＋ϴ

％

％

保
険
料
算
定
の
基
礎
ϱ

前

後

前

後

賦課管理番号

広
域
連 

合
長
印 

後期高齢者医療保険料決定（変更）納入通知書

被保険者氏名

住　　　所

期　  別 保　 険　 料 納　 期　 限

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

　　　期
（　　月） 円

この納入通知書により、各納期の保険料額をそれぞれの納期限まで

に納めてください。

※口座振替該当者については、納付書は添付しておりません。

　 分
保 険 料 額
の 内 訳

保 険 料 額

の 内 訳

期別保険料額

の 内 訳

広 域 内 他 市 町 村 分 円

円

円

円

円

円

円

　 　 　 分

特 別 徴 収 分

普 通 徴 収 分

　 　 期 納 入 額

　 　期以降の各期に納入する額

金 融 機 関

口 座 種 別

口座名義人

口座番号

（ 発 行 事 由 ）

（発行年月日）

上勝町長 

上
勝
町 

長
之
印 

イ

住民コード 世帯コード 行政区コード

〒771－4501

徳島県勝浦郡上勝町
大字福原字下横峯３番地１

　　　　　　　　後期　太郎　様

通知書 

A

E G

F

B

C

D

A 後期高齢者医療保険料額

　平成23年度中にお納めいただく保険料総
額です。
　仮徴収で年金から既にお納めいただいて
いる額も含みます。

B 期別保険料額、来年度仮徴収額

　それぞれの月の年金支給額から徴収させ
ていただく保険料額です。今年度２月の保
険料と同額を平成24年度の仮徴収額として、
来年４月～８月に徴収させていただきます。

D 保険料額

　平成23年度の普通徴収と特別徴収のそれ
ぞれの額、仮徴収額（平成23年４、６、８月
の年金から徴収）、８月以降の本徴収額を記
載しています。

C  徴収方法等

　保険料を徴収させていただく年金情報等
を記載しています。

E 後期高齢者医療保険料額

 平成23年度中にお納めいただく
保険料総額です。

F 期別　保険料　納期限

　期別ごとの保険料納付額と
その納期限です。必ず納期限
までにお納めください。

G 保険料額の内訳

　平成23年度の特別徴収と
普通徴収額等の内訳を記載し
ています。

※1…4、6、8月の年金から徴収される分　　

※2…10、12、翌年2月の年金から､若しくは普通徴収される分

平成23年度保険料額－仮徴収額＝本徴収額 

通知書

※通知書の様式はあくまで予定であり変更になる可能性があります。ご了承ください。

上勝町住民課　Ԡ0885－46－0111　 IP 050－3438－8071

　平成23年度以降の保険料のお支払いは、納付書払いのほか、便利かつ支払い忘れのない以下の方法か
らもお選びいただけます。

　ϱ「年金」からのお支払い…特にお手続きいただく必要はありません。

　ϲ「口座振替」でのお支払い…口座振替依頼書等の提出が必要ですので、ϱ 振替口座の預金通帳、
　　　　　　　　　　　　　　　ϲ 通帳のお届け印 を振替金融機関へご持参のうえ、お手続きください。

　　なお、年金からのお支払いでなく、口座振替を希望される方は、町へ納付方法変更申出書の提出が 
　　必要となりますので、役場住民課または支所へ次のものをご持参のうえ、お手続きください。

　　　　　● 口座振替手続き後のご本人控え　● 印鑑　● 後期高齢者医療被保険者証　

　※年金の受給額が年額18万円未満の方、後期高齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計額が年金
　　受給額の１/２を超える方は、口座振替又は納付書によるお支払いとなります。

■口座振替への変更に関しての注意点

１．お申し出時期によっては、希望される口座振替開始日に間に合わないことがありますので、ご了承ください。

２．世帯主又は配偶者の口座からのお支払いに変更した場合、その社会保険料控除は、口座振替により支払っ
　  た方に適用されます。これにより、世帯全体の所得税額や住民税額が少なくなる場合があります。

３．これまでの納付状況等から、口座振替への変更が認められない場合があります。

　平成23年度においては、従来の保険料軽減措置（均等割の７割、５割又は２割）に加え、以下の軽減措
置を行います。「保険料額決定通知書」に軽減額等が記載されていますので、ご確認ください。 

ϱ 世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の所得金額の合計額が33万円以下の方

　 Կ本来は均等割が７割軽減ですが、８.５割軽減となります。

ϲ ϱの方のうち、世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」が、年金収入80万円以下で他の所得がない
    世帯の方　※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が０円である場合です。

　 Կ均等割が９割軽減となります。

ϳ 後期高齢者医療制度に加入する直前は「会社などの健康保険の被扶養者」であった方

　 Կ所得割の負担なく、均等割が９割軽減となります。

ϴ 年金収入が153万円以上211万円以下の方　
　 ※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が91万円以下である場合は対象となります。

　 Կ所得割が５割軽減となります。

保険料の軽減措置について

保険料のお支払い方法について

お問い合わせ先

※

※1 ※2

1617



1819

“平成平成2323年7月よ月より、年金事務所等へ提出いただく年金事務所等へ提出いただく
『住所変更届住所変更届』や『死亡届死亡届』は原則不要となは原則不要となりました！”！”

“平成23年7月より、年金事務所等へ提出いただく
『住所変更届』や『死亡届』は原則不要となりました！”

　平成23年７月より住民基本台帳ネットワークから住所変更等の情報を 

取得できるようになったため、これまで、ご本人様に提出いただく

「現況届」を原則不要としていることに加えて、平成23年７月より、

　ご本人様より提出いただく「住所変更届」→ 原則不要

　ご遺族様より提出いただく「死亡届」→ 原則不要

となります。

＊１　日本年金機構において、住民票コードが収録されている方に限ります。

＊２　年金事務所等への「死亡届」が不要となるのは、死亡の事実があってから、戸籍法上

　　の提出期限である７日以内に市町村に届出を行われた場合のみです。

　　　ただし、亡くなられた方の未払い年金を受けられる場合は、これまでどおり年金事務

　　所等への請求が必要です。

注意事項

　● 日本年金機構において住民票コードが未収録となっている方や、現在の住所と住民票の

　　住所地と一致していない方が、今後、住所の変更があったときは、年金事務所等への住

　　所変更届が必要です。

　● 共済年金（旧公共企業体を除く）を受けられている方は、これまでどおり、各共済組合

　　への届出は必要です。

　● 今後、日本年金機構から各種お知らせを送付する際の「あて先」を住民票の記載内容と

　　は別に希望される方は、別途、「住民基本台帳による住所の更新停止申出書」の提出が

　　必要になります。

　● 死亡届も原則不要となりますが、ご遺族の方は、亡くなられた方への未払いの年金を受

　　け取れる可能性等がありますので、年金事務所等にご相談ください。

　● 住民票コードの収録状況につきましては、平成23年６月に送付している、年金振込通知

　　書等に記載しておりますので、ご確認願います。

詳しくは

「徳島南年金事務所」または「ねんきんダイヤル」０５７０－０５－１１６５（平日8：30～17：15）

までお問い合わせください。（＊IP電話・PHSからは03－6700－1165）

■休業期間　　８月11日⑤ 午後～８月17日④まで

　　　　　　　８月18日⑤ から営業します。

■お問い合せ

　毎日衛生有限会社　勝浦町大字三渓字上川原34－４　TEL 0885－42－2139

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ゴミステーション

　廃タイヤ・廃バッテリー
　  　…１㎏まで毎に100円
　家電製品…有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税

介 護 保 険 料 ２期分

後期高齢者医療保険料 １期分

納期限 平成23年８月31日

国民健康保険税 ２期分

固 定 資 産 税 ２期分

督促状の出るもの

介 護 保 険 料 １期分

国民健康保険税 １期分

　納期限は８月１日でしたが、まだ未納の方

が見受けられます。未納者には、８月19日に

督促状を送付します。早急に納めてください。

　家庭内、近隣との悩みごとなど、登記相談

についてもお気軽にご相談ください。

英 会 話 教 室

８月は休講です
申込み・問合せ  教育委員会（45−0111）

８月25日㈭  13時〜16時30分

コミュニティセンター

心 配 ご と 相 談

８月27日㈯  ９時〜正午 

※毎月第４土曜日９時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

年金受給権者の皆さま

お盆休業のお知らせ（し尿収集）

後期高齢者医療制度の

健康診査について

　
被
保
険
者
の
方
の
生
活
習
慣
病
を

早
期
に
発
見
し
、
重
症
化
を
予
防
す

る
た
め
、
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
︵
広
域
連
合
︶
で
は
、
平
成

二
十
三
年
度
も
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
※
と
診
断
さ
れ
て
い

な
い
方
、
ま
た
は
入
院
を
さ
れ
て
い

な
い
方
︵
被
保
険
者
︶
に
は
、
七
月

下
旬
に
広
域
連
合
か
ら
﹁
健
康
診
査

受
診
券
﹂
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
ま

で
の
間
に
被
保
険
者
に
な
る
方
︵
な

ら
れ
た
方
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含
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︶
に
つ
い
て
は
、

健
康
診
査
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込
書
︵
往
復
は
が
き
︶

を
広
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連
合
か
ら
随
時
送
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し
て
い

ま
す
の
で
、
返
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が
き
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て
お
申

し
込
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だ
さ
い
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受
診
券
が
届
い
た
方
は
、
現
在
の

身
体
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
分

自
身
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
自
己
負
担
額
は
無
料
で
す
Ί

　
被
保
険
者
の
健
康
診
査
は
、
広
域

連
合
か
ら
受
診
券
を
お
送
り
す
る
際

に
同
封
さ
れ
る
健
康
診
査
実
施
機
関

一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
の
個
別
健
診
は
、
今
年
十

二
月
末
日
ま
で
特
定
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
る
病
院
︵
勝
浦
病
院
等
︶、

診
療
︵
上
勝
町
診
療
所
等
︶
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
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活
習
慣
病

　
糖
尿
病
、
高
血
圧
性
疾
患
、
高
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血
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、
虚
血
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疾
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、
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梗
塞
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そ
の
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脳

血
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患
動
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●
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基
本
項
目

身
体
計
測
 
身
長
Ὶ
体
重
Ὶ
腹
囲
Ὶ

Ｂ
Ｍ
Ｉ
 
血
圧
 
収
縮
期
血
圧
Ὶ
拡

張
期
血
圧
 
血
中
脂
質
検
査
 
中
性

脂
肪
Ὶ
Ｈ
Ｄ
Ｌ
῵

コ
レ
ス
テ
ロ
ῴ
ル
Ὶ

Ｌ
Ｄ
Ｌ
῵

コ
レ
ス
テ
ロ
ῴ
ル
 
肝
機

能
検
査
 
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ὶ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ὶ
γ
῵

Ｇ
Ｔ
Ｐ
 
血
糖
検
査
 
随
時
血
糖
Ὶ

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
１
c
 
尿
検
査
 
糖
Ὶ

蛋
白
 

追
加
健
診

腎
機
能
検
査
 
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
 

代
謝
系
検
査
 
血
清
尿
酸
 
 

※
内
容
に
つ
い
て
は
国
保
の
特
定
健

診
と
同
じ
で
す
。

※
医
師
の
判
断
に
基
づ
き
実
施
す
る

詳
細
項
目
︵
貧
血
、
心
電
図
、
眼
底
︶

は
行
い
ま
せ
ん
。
実
施
し
た
場
合
は

受
診
者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ό
お
問
い
合
わ
せ
先
Ό

 

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
　

事
業
課

〒
七
七
一
︱

〇
一
三
五
 

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
七
八
番
地
一

☎
〇
八
八
︱

六
七
七
︱

三
六
六
六



町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

川 

柳

短 

歌

俳 

句

詩

咲
き
句
ふ
な
り
山
つ
つ
ぢ
周
囲
見
渡
し
昼
食
の

咲
き
句
ふ
な
り
山
つ
つ
ぢ
周
囲
見
渡
し
昼
食
の 

日
だ
ま
り
求
め
場
所
選
び
ひ
る
の
憩
い
ラ
ヂ
ヲ
一
つ
が

日
だ
ま
り
求
め
場
所
選
び
ひ
る
の
憩
い
ラ
ヂ
ヲ
一
つ
が 

文
化
養
ふ
木
こ
り
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
　

一

文
化
養
ふ
木
こ
り
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
　

一

咲
き
句
ふ
な
り
山
つ
つ
ぢ
周
囲
見
渡
し
昼
食
の 

日
だ
ま
り
求
め
場
所
選
び
ひ
る
の
憩
い
ラ
ヂ
ヲ
一
つ
が 

文
化
養
ふ
木
こ
り
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
　

一

く
ち
な
し
の
花
の
香
こ
も
る
濃
き
葉
蔭
　
　
　

厚
　

子

く
ち
な
し
や
見
送
る
母
の
手
に
香
る
　
　
　
　

枇
呂
ゑ

隅
々
に
昭
和
し
み
入
る
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　

千
　

恵

退
院
の
味
ほ
ろ
に
が
し
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　

年
　

明

蟹
の
膳
横
目
で
孫
の
顔
を
見
る
　
　
　
　
　
　

白
　

童

淡
路
島
一
夜
の
憩
い
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
　

恵
美
子

梅
雨
明
と
思
は
る
今
朝
の
清
々
し
　
　
　
　
　

妙

カ
メ
ラ
立
て
闇
に
螢
を
待
つ
人
等
　
　
　
　
　

弘
　

子

土
佐
自
慢
皿
鉢
料
理
に
初
鰹
　
　
　
　
　
　
　

善
　

男

友
み
や
げ
初
鰹
さ
げ
や
っ
て
く
る
　
　
　
　
　

や
す
子

六
月
や
傘
の
花
咲
く
通
学
路
　
　
　
　
　
　
　

冷
　

子

夏
山
に
影
を
お
と
し
て
雲
動
き
　
　
　
　
　
　

ヤ
ス
ヱ

夏
の
山
胸
一
杯
に
深
呼
吸
　
　
　
　
　
　
　
　

美
代
子

喘
ぎ
つ
つ
胸
突
き
八
丁
夏
の
山
　
　
　
　
　
　

米
　

子

お
ふ
く
ろ
の
意
見
お
経
の
よ
う
に
聞
き 

忙
が
し
い
妻
あ
れ
ば
こ
そ
寝
正
月 

物
価
だ
け
年
金
ヨ
チ
　
　

追
い
か
け
る
　
　
　

社
　

長

い 

け
ん
　 

き
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　 

き

あ
え

羽
蝶
蘭
乱
れ
舞
う
が
に
開
き
た
り
色
の
種
類
も
溶
け
合
う
ば
か
り
　
　
　
　
　

徹
　

夫

羽
蝶
蘭
乱
れ
舞
う
が
に
開
き
た
り
色
の
種
類
も
溶
け
合
う
ば
か
り
　
　
　
　
　

徹
　

夫

水
不
足
の
節
水
に
馴
れ
水
止
む
る
く
せ
に
気
付
き
て
ひ
と
り
苦
笑
す
　
　
　
　

あ
や
子

水
不
足
の
節
水
に
馴
れ
水
止
む
る
く
せ
に
気
付
き
て
ひ
と
り
苦
笑
す
　
　
　
　

あ
や
子

汗
ば
み
し
肌
に
沁
み
い
る
緑
風
は
心
う
る
お
す
泉
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　

三
　

都

汗
ば
み
し
肌
に
沁
み
い
る
緑
風
は
心
う
る
お
す
泉
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　

三
　

都

去
年
よ
り
も
今
宵
の
蛍
大
乱
舞
ゆ
た
か
な
川
面
静
か
に
流
れ
　
　
　
　
　
　
　

茂
　

美

去
年
よ
り
も
今
宵
の
蛍
大
乱
舞
ゆ
た
か
な
川
面
静
か
に
流
れ
　
　
　
　
　
　
　

茂
　

美

天
空
に
届
く
ば
か
り
の
雲
辺
寺
お
参
り
す
れ
ば
カ
ッ
コ
ー
の
鳴
く
　
　
　
　
　

ヨ
リ
子

天
空
に
届
く
ば
か
り
の
雲
辺
寺
お
参
り
す
れ
ば
カ
ッ
コ
ー
の
鳴
く
　
　
　
　
　

ヨ
リ
子

来
年
も
ま
た
漬
け
る
べ
く
辣
韭
を
掘
り
た
る
跡
に
種
残
し
お
く
　
　
　
　
　
　

た
み
江

来
年
も
ま
た
漬
け
る
べ
く
辣
韭
を
掘
り
た
る
跡
に
種
残
し
お
く
　
　
　
　
　
　

た
み
江

さ
わ
や
か
に
晴
れ
渡
る
峡
梅
雨
明
け
の
大
気
を
深
く
胸
に
吸
い
こ
む
　
　
　
　

恵
美
子

さ
わ
や
か
に
晴
れ
渡
る
峡
梅
雨
明
け
の
大
気
を
深
く
胸
に
吸
い
こ
む
　
　
　
　

恵
美
子

盛
夏
の
日
木
々
の
梢
は
青
葉
と
な
り
波
打
つ
如
く
ゆ
れ
動
く
な
り
　
　
　
　
　

民
　

江

盛
夏
の
日
木
々
の
梢
は
青
葉
と
な
り
波
打
つ
如
く
ゆ
れ
動
く
な
り
　
　
　
　
　

民
　

江

遠
き
日
の
君
の
笑
顔
に
似
て
ゆ
れ
る
紺
青
深
き
あ
じ
さ
い
の
花
　
　
　
　
　
　

志
津
子

遠
き
日
の
君
の
笑
顔
に
似
て
ゆ
れ
る
紺
青
深
き
あ
じ
さ
い
の
花
　
　
　
　
　
　

志
津
子

一
斉
に
点
滅
な
し
て
川
の
辺
を
ほ
た
る
飛
交
ひ
夜
深
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　

美
恵
子

一
斉
に
点
滅
な
し
て
川
の
辺
を
ほ
た
る
飛
交
ひ
夜
深
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　

美
恵
子

梅
雨
の
間
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
は
色
冴
え
て
七
夕
祭
の
ゆ
め
を
彩
る
　
　
　
　
　

節
　

子

梅
雨
の
間
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
は
色
冴
え
て
七
夕
祭
の
ゆ
め
を
彩
る
　
　
　
　
　

節
　

子

雑
草
と
戦
い
な
が
ら
過
す
夏
い
の
ち
冥
加
に
夕
日
の
な
か
へ
　
　
　
　
　
　
　

米
　

子

雑
草
と
戦
い
な
が
ら
過
す
夏
い
の
ち
冥
加
に
夕
日
の
な
か
へ
　
　
　
　
　
　
　

米
　

子

こ 

ぞ

ら
っ
き
ょ
き
ょ
う

羽
蝶
蘭
乱
れ
舞
う
が
に
開
き
た
り
色
の
種
類
も
溶
け
合
う
ば
か
り
　
　
　
　
　

徹
　

夫

水
不
足
の
節
水
に
馴
れ
水
止
む
る
く
せ
に
気
付
き
て
ひ
と
り
苦
笑
す
　
　
　
　

あ
や
子

汗
ば
み
し
肌
に
沁
み
い
る
緑
風
は
心
う
る
お
す
泉
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　

三
　

都

去
年
よ
り
も
今
宵
の
蛍
大
乱
舞
ゆ
た
か
な
川
面
静
か
に
流
れ
　
　
　
　
　
　
　

茂
　

美

天
空
に
届
く
ば
か
り
の
雲
辺
寺
お
参
り
す
れ
ば
カ
ッ
コ
ー
の
鳴
く
　
　
　
　
　

ヨ
リ
子

来
年
も
ま
た
漬
け
る
べ
く
辣
韭
を
掘
り
た
る
跡
に
種
残
し
お
く
　
　
　
　
　
　

た
み
江

さ
わ
や
か
に
晴
れ
渡
る
峡
梅
雨
明
け
の
大
気
を
深
く
胸
に
吸
い
こ
む
　
　
　
　

恵
美
子

盛
夏
の
日
木
々
の
梢
は
青
葉
と
な
り
波
打
つ
如
く
ゆ
れ
動
く
な
り
　
　
　
　
　

民
　

江

遠
き
日
の
君
の
笑
顔
に
似
て
ゆ
れ
る
紺
青
深
き
あ
じ
さ
い
の
花
　
　
　
　
　
　

志
津
子

一
斉
に
点
滅
な
し
て
川
の
辺
を
ほ
た
る
飛
交
ひ
夜
深
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　

美
恵
子

梅
雨
の
間
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
は
色
冴
え
て
七
夕
祭
の
ゆ
め
を
彩
る
　
　
　
　
　

節
　

子

雑
草
と
戦
い
な
が
ら
過
す
夏
い
の
ち
冥
加
に
夕
日
の
な
か
へ
　
　
　
　
　
　
　

米
　

子

こ 

ぞ

ら
っ
き
ょ
う

し
ょ
う
わ

い
そ
　
　
　
　
　 

つ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ね
し
ょ
う
が
つ

ぶ
っ
か
　
　
　
　

ね
ん
き
ん
　
　
　
　
　
　
　  

お

　歩行困難な方からの申請により、利用証を交付します。
　身体障害者等用駐車場を利用する際、ルームミラー
に利用証を掲示していただきます。 

（１）左側（緑色）
　　 ● 対象：身体障害者、 
　　　　　　   高齢者等 

（２）右側（オレンジ色） 
　　 ● 対象：けが人、 
　　　　　　　妊産婦

⑴利用証交付対象者

  ① 歩行困難者
　　 ア　身体障害者（身体障害区分ごとの等級に
　　　　 よる；下表のとおり）

　　 イ　知的障害者（重度Ａ）
　　 ウ　精神障害者（１級）
　　 エ　高齢者（要介護度1以上）
　　 オ　難病患者（特定疾患医療受給者）

　② 一時的歩行困難者
　　 カ　妊産婦（産前7ヶ月～産後１年間）
　　 キ　けが人（車いす・杖使用期間）

⑵利用証有効期間
　ア～オ　利用証グリーン（５年間）
　カ、キ　利用証オレンジ（１年７ヶ月未満）

※平成22年４月１日から、肝臓機能障害により身体障害
　者手帳を交付された方に対して、利用証が交付される
　こととなりました。

　公共施設、ショッピングセンター、病院、銀行な

どの身体障害者等用駐車場（車いすマークがある駐

車場）の利用対象者（障害者等）に、県内共通の身

体障害者等用駐車場利

用証（パーキングパー

ミット）を交付するこ

とにより、当該駐車場

を本来必要とする障害

者、妊産婦等の方々が

施設を利用しやすいよ

うな環境づくりを推進

するものです。

      パーキングパーミット制度とは1       利  用  証２

　ショッピングセンターやホテルなど、県に協力の
申し出があった施設の身体障害者等用駐車場の他に、
中国四国各県の協力施設でも利用できます。
　各協力施設は、県庁地域福祉課及び県ホームペー
ジでお知らせしていますが、上勝町内の公的施設と
しては、上勝中学校と介護予防活動センターひだま
り及び上勝町診療所があります。

      利用できる駐車場4

　利用証の交付申請方法等は、次のとおりです。

⑴ 申請方法

　 ① 郵送申請の場合
　　  申請書に必要事項を記入し、身体障害者手帳
　　  等の写しを添付のうえ、県庁地域福祉課あて
　　  郵送（要返信用切手140円）。
　　  ➡内容を審査後、本人あて利用証を郵送。

　 ② 窓口申請の場合
　　  次の窓口（最寄機関のみ掲載）に申請書を提
　　  出するとともに身体障害者手帳等を提示。
　　  ➡内容を審査後、その場で利用証を交付。

※受付時間：月曜日～金曜日（祝祭日を除く）の
　8：30から17：00まで（県庁地域福祉課は18：00まで）

※代理申請の場合は、代理人の方の身分証明書
 （運転免許証等）が必要です。

      交付手続き5

      利用証交付対象者及び利用証有効期間3

県庁地域福祉課（徳島市万代町1-1）　　　

県東部保健福祉局徳島庁舎（徳島市新蔵町1-67）

県障害者相談支援センター（徳島市南矢三町2-1-59）

⑵ 交付申請書設置場所

　 ① 県庁地域福祉課、県庁県民サービスセンター （徳島市万代町1-1）

　　  県東部保健福祉局徳島庁舎（徳島市新蔵町1-67）

　　  県障害者相談支援センター（徳島市南矢三町2-1-59）

　　  市町村（本庁、支所）

　 ② 県ホームページ（ダウンロード）

⑶ 手数料　無 料

等　級

４級以上

３級以上

５級以上

該当なし

４級以上

６級以上

５級以上

２級以上

６級以上

４級以上

４級以上

４級以上

４級以上

４級以上

４級以上

 聴覚障害

 平衡機能障害

 上肢

 下肢

 体幹

 上肢機能

 移動機能

 心臓機能障害

 腎臓機能障害

 呼吸器機能障害

 膀胱又は直腸機能障害

 肝臓機能障害

４級以上 小腸機能障害

身体障害者区分

視覚障害

聴覚障害

音声言語機能障害

肢体不自由

脳原

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害

心臓、腎臓、呼吸器、

膀胱又は直腸、

小腸、肝臓機能の

障害

窓
口

徳島県 保健福祉部 地域福祉課 地域福祉・援護担当

Ԡ 088-621-2167・2171     FAX 088-621-2839
E-MAIL chiikifukushika@pref.tokushima.lg.jp

お問い合わせ先

徳島県徳島県パーキングパーミットパーキングパーミット制度制度についてについて徳島県パーキングパーミット制度について

2021



平成23.７.１現在
前月比

戸籍の窓口

人 口

男

女

世帯数

1,916人（△１）
913人（△１）

1,003人（　０）
872戸（　２）

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

606人（　5）

335人（△1）

268人（△3）

329人（△2）

378人（　0）

264戸（　3）

147戸（　0）

131戸（△1）

144戸（　0）

186戸（　0）

高齢化率　49.22％

ありがとうございました

（敬称略）

彩保育園

上勝町学校給食協同調理場

お み や げ

お み や げ

お 菓 子

生 花

生 花

生 花

園児の手紙・お菓子

お 菓 子  

ジ ュ ー ス

　旭　

正 木

正 木

傍 示

傍 示

傍 示

松 茂

勝 浦  

傍 示

柿 田 恵 美

藤 本 奈 穂

片　山　美代子

樫 本 歌 子

谷 　 里 美

野 田 實 隆

喜 来 幼 稚 園
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６月の視察来町者数平成23年

件　　　　　　  名2 0 2 4 0

日　　時 救急病院名
８月 １ 日㈪
８月 ３ 日㈬
８月 ５ 日㈮
８月 ７ 日㈰
８月 ９ 日㈫
８月11日㈭
８月13日㈯
８月15日㈪
８月17日㈬
８月19日㈮
８月21日㈰
８月23日㈫
８月25日㈭
８月27日㈯
８月29日㈪
８月31日㈬
９月 ２ 日㈮

上 勝 診 療 所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
上 勝 診 療 所
勝 浦 病 院
上 勝 診 療 所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
上 勝 診 療 所
勝 浦 病 院
上 勝 診 療 所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

（敬称略）

株式会社ＮＴＴ西日本－四国  地域情報センタ

ＴＥＬ 0120－960－138  ＩＰ050－3438－9877　受付時間 9：00～17：00（平日）

土・日・祝祭日は留守番電話にてご用件を承ります。連絡先・氏名等は必ずお知らせ下さい。

故障かな？と思ったら下記までお問い合せ下さい。

インターネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サービスの入会・お問い合せ窓口

大 平 忠 一 90歳（傍示）

細 束 芳 一 82歳（生実）

星 場 次 郎 89歳（傍示）

つつしんで
ご冥福をお祈りします

　みなさんこんにちは！協力隊の荻です。県外の人は、徳島と言

えば「阿波踊り」とのイメージをする人が多いのではないでしょ

うか。かくいう僕もその一人で、単純に皆が楽しんで踊っている

ものだと思っていましたが、いざ踊ってみると、大変なのだとい

うことが分かりました。

　例年、協力隊は胡蝶連さんにお世話になっていて、現在僕らは

週２回の練習をしています。僕らが踊る「男踊り」の基本はまず

腰を落とし、膝を曲げ、前屈みになることです。この姿勢がなか

なか辛く、ふと気がつくと歯を食いしばり、顔もこわばっていま

す。また、手足も一つの動作に注意を払ったら、他がおろそかに

なり、ぎこちなさがぬぐえません。しかし、胡蝶連の皆さんはい

ともたやすく踊ってみせます。その時、内からわき出てくる喜び

を押さえきれないような表情がとても印象的です。さらに、本当

に阿波踊りが好きなのだという、心から楽しんでいる気持ちだけ

ではなく、相手にもそれを伝えたいという、人に魅せる気持ちが

一気に放出されているようでした。このような奥深い阿波踊りに

魅せられた一人として、今後も精一杯、楽しく練習していきます！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荻　 翔  一）
おぎ　しょういち

お盆といえば？

　もちろん旭お盆の集い！というわけで今年もウキウキお祭り

の季節がやってきました。おなじみの夜店・ゲームはもちろん、

阿波踊りもあるよ！みんなで夏の夜を思い切り楽しみませんか？

日　時　８月15日②　　18時開場（小雨決行）

　　　　● ゲーム　　19時30分～

　　　　● 阿波踊り　20時30分～ 

場　所　旭基幹集落センター

　　　　駐車場あります。ご近所ご家族お誘い合わ 

　　　　せお越し下さい。座・あさひスタッフ一同 

　　　　お待ちしております。

夏を楽しもう！
旭お盆の集い旭お盆の集い旭お盆の集い旭お盆の集い旭お盆の集い

じゃがいも・玉葱 傍　示 丸 山 邦 安
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